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令和 6 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

項目ごと
の評価

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

特色化選抜を含めた高校入試についてのご意見。

学校関係者評価

・教科指導において、ICTの活用、特にスタディサプリの効果的な活用について、さらに深める必要がある。意欲と考える力の伸長、主体的・協働的学習の推進を行う。

・生徒が主体となって学校行事等を行っていくことは継続し、令和8年度に実施される周年行事の成功につなげる。また、地域のイベントに参加するにとどまらず、地域の活性化に参画できる生徒の育成も行う。

・個に応じた学力向上への支援を行うと共に成績上位層の難関大学合格の力の育成が緊急の課題。キャリアガイダンスの充実を図り、高い目標を持って学校生活を送る生徒の育成を行う。

・自分だけではなく、相手の人権を大切にする心の育成。

・社会とつながる課題研究の促進。データサイエンスの考え方を身につける課題研究への取り組み。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

B

評価項目以外のものに関する意見

福岡県立 京都 高等学校

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）
地域のみならず世界を舞台に活躍する人材を育成する

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

英知　＜主体性・探究心＞
　　　　　・志を持って自ら学ぶための主体性と探求心の育成
創造　＜課題発見解決能力・チャレンジ精神＞
　　　　　・困難に立ち向かうための課題発見・解決能力とチャレンジ精神の育成
敬愛　＜倫理観・責任感・協調性・コミュニケーション能力＞
　　　　　・他者を思いやる心をもつための倫理観、責任感、協調性、コミュニケーション能力の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

「グローバルＯｎｅプロジェクト」を柱とする教育活動
＜教科教育＞
　　・意欲と考える力の伸長
　　・主体的・協働的学習の推進
　　・個に応じた学力向上への支援
＜キャリア教育＞
　　・社会とつながる課題研究の推進
　　・自己実現につながる進路探究の推進
＜特別活動・部活動＞
　　・生徒が主体となる学校行事の推進
　　・人間力を伸ばす生徒会活動・部活動の推進

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

　　・知的好奇心に富み、向学心が高い生徒
　　・行動力があり、チャレンジ精神がある生徒
　　・誠実で責任感や協調性がある生徒

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

社会が確実に変化していく中で、本校が目指
すべきもの、守るべきもの、変わるべきものは
何なのかを見極め、本校のスクールミッション
を達成するための道筋をつける1年としたい。
そのために必要な、教師個々の資質・能力
「教師力」、地域とともに成長するための「連携
力」、学校としての組織的指導力「学校力」の
向上を図り、教育活動の充実に努める。
【本年度強化したいこと】
＜教科教育＞意欲と考える力の伸長と主体
的・協働的学習の推進
＜キャリア教育＞個に応じた学力向上への支
援と社会とつながる課題研究の推進および自
己実現につながる進路探究の推進
＜特別活動・部活動＞生徒が主体となる学校
行事の推進と人間力を伸ばす生徒会活動、部
活動の推進

習熟度別や希望進路別によるきめ細やかな指導
定期考査や模試、到達度テストから生徒の習熟度・希望進路を把握し、学習支援アプリの課
題や動画の配信機能などを活用して家庭学習の個別最適化を図る。

B目標設定と振り返りにより自己成長を促す活動記録
短期・中期・長期の目標を設定し、期間に応じた振り返りと個人面談を実
施する。

思いやりの心を育てるボランティア活動の充実
ボランティアを積極的に推進するとともに、事後の振り返りと学校全体へ
の還元に力を入れる。

教育振興班
観点別による学習評価を充実
させる。

主体的に学習に取り組む態度の評価のため、ICTの活用等を通して学びの個
別最適化を推進する。

情報管理班
ICT機器・ツール活用推進と技
能向上を図る。

ＩＣＴ機器・ツールの使用マニュアルの充実と、研修会の実施。定期的に案内文
書を発行する。

47%が生徒が自主的に必要な
課題に取り組み、効果があっ
たと感じている。
（A8.1%,B38.9%,C46.4%,D6.6%）

B

今までの学習活動に加え、スタディサプリの導入に
より、学習に用いる教材の選択肢が広がり、約半数
が自主的に学びに向かっていると考える。引き続き
生徒の学習内容修得に向けた取組を推進し、学習
調整能力の育成を図る。

進路指導班
生徒が自己を理解し、将来の
進路に向けて自発的に学習に
取り組むよう指導援助する。

目標設定と振り返りを行い、これらを基にした個人面談やHRにおける進路指導
の実施

地域連携班
地域の生徒大切に育てる京都
をアピールする。

学校行事や部活動などの教育活動をこまめに発信するとともに、地域との連携
を通じて本校生徒への教育効果の向上を目指し、本校の魅力をＰＲする。

生徒指導班
生徒の主体的な活動を促進
する指導をする。

生徒会活動や学校行事において生徒が主体的に企画・運営できるように支援
する。

生徒支援班
生徒主体の委員会活動の活
性化

保健・美化や生活習慣の指導等について、生徒主体の委員会活動の充実・活
性化を一層促す。

研修図書班
図書館の利用者および貸出
冊数を増加させる

昨年度新しい取り組みをいくつか行ったが、あまり生徒に伝わっていない現状
があるので、本年度は情報発信を積極的に行うようにしていく。

企画庶務班

入学式、卒業式、開校記念式
典、合格者説明会・登校日が
円滑に進むように丁寧に取り
組む。

企画・実施に当たっては､前年度の反省や引継事項を検討し、早めに計画して
業務に取りかかる。

図書関連の情報の見聞きに
ついては多くなったが生徒A,B
合計で37.7%、保護者A,B合計
で13.8%であり生徒への情報発
信は向上した。

Ｂ

図書館便りや「読書通帳」、読書週間の取組を通して生徒
への情報発信ができた。しかし、７限までの授業が多く生
徒の図書館利用の時間が昼休みのみの状況で利用率の
向上が見られ、貸出冊数の増加が見られた。図書館終礼
も有効。

B
スタディサプリの活用状況を
保護者等にも公開してはどう
か。

約９５％の生徒がICT機器・
ツールを活用できたと感じて
いる。（A25%,B31%,C39%,D4%）

A

使い方が分からずに活用できていない生徒が少数
ではあるがいるため、サポートをしていく必要があ
る。機器の使用に関しては、マナー向上のための
手立てを実施していく。

A

ICT活用に関してのルールに
ついても統一してほしい。個人
情報管理の観点も再確認の
必要がある。

約96％の生徒が主体的に活
動できたと感じている。
（A38％、B30％、C28％、
D4％）

A
生徒会執行部や実行委員を中心にして、全校生徒
へ主体的な活動を促し、生徒一人ひとりが役割を
自覚し、より意欲的に活動に参加することができる
ようにする。

A

学校行事での様子から、主体
的に行動していると感じる。地
域での活躍する場をもっと増
やしてほしい。

B

地域の図書館との連携や電
子書籍の活用を取り入れ、本
に親しむ仕掛け作りを推進し
てほしい。

多くの生徒は、式典の準備に取り
組んだと回答している（A:16.9%、
B:25.7%、C:50.3%、D:7.1%）。保護
者の回答は、「わからない」が
37.5%であった。

Ａ
式典準備の取り組みは概ね達成できている。しか
し、清掃が行き届いていない箇所も見られたため、
校舎内の清掃も促す取組を追加する。

A
式典は厳粛に行われている。
新入生の説明にICTが活用さ
れ工夫されていると感じる。

B

多様性を認め、ユニークで多
様な学修背景や視点をもつ優
秀な人材を集め、学校改革の
原動力としてほしい。

半数超の生徒が目標設定と
振り返りを十分に実施し、自発
的な学習を行うことができたと
回答している。(Ａ20％Ｂ35.2％
Ｃ35.4％Ｄ9.5％）

Ａ
今年度は振り返り時間を意識的に設定できたこと
がよかった。『Plus One』ほかの内容についても検
討を重ね、さらに整理・削減していく必要がある。今
後も生徒の自走を促す取組を継続する。

B

京都と言えば進学実績だと思
う。ICT活用も含め、個別最適
な指導から実績を出してほし
い。

広報に関する生徒の評価AB
合算56.5%CD合算43.5%に対
し、保護者はAB合算37.2%
CD合算37.1%と厳しい結果で
あった。

Ｂ

ホームページの更新は昨年度より回数を増やせたが、地
域との連携はまだ不十分。行橋駅構内の作品展示の更新
や生徒が地域で活動するイベント等の新規開拓が必要。
全中学校での説明会は実質不可能なので、Aの内容を検
討する。

A

イベントに参加するのも良い
が、一歩進んで何かを発信で
きる生徒の育成も行ってほし
い。

約85％の生徒が主体的に美
化活動や健康管理に取り組め
たと感じている。(Ａ26.7％Ｂ
30.5％Ｃ27.7％Ｄ15.1％）

A
取り組み自体は概ね達成しているが、意義を考えられて
いない面もあるため、生徒一人一人が美化活動や健康管
理の大切さを考えて取り組めるよう、委員会を中心に活動
を企画していきたい。

５
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